
CBI 学会 2013 年回大会における協賛シンポジウムの開催概要	 

（窓口：石田誠一）	 

	 

 
CBI 学会 2013 年大会	 -生命医薬情報学連合大会-	 

(http://cbi-society.org/taikai/taikai13/)	 

	 

オーガナイザー：	 

○	 生命医薬情報学連合大会	 大会長：	 

長野哲雄（東京大学）	 

○	 CBI学会2013年大会	 大会実行委員長：	 

岡部隆義（東京大学創薬オープンイノベーションセンター）	 

	 

テーマ：オミックス・計算	 そして創薬	 

	 

会	 期	 

	 平成25年10月28日(月)－31日(木)	 

 
会	 場	 

	 タワーホール船堀（東京都江戸川区船堀4-1-1）	 

	 	 （船堀駅下車、徒歩約 1分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆様の奮ってのご参加をお願いいたします。	 

（ただし、非会員としての参加登録が必要となります。）	 



スポンサードセッション（10 月 31 日（木）13：30-15：00	 (90 分枠)）	 

	 日本動物実験代替法学会（JSAAE）協賛シンポジウム 
	 「in vitro試験と代替法をつなぐ 計算毒性学の立ち上げ」 
	 オーガナイザー 
	 	 石田 誠一（国立医薬品食品衛生研究所）-JSAAE 
	 	 湯田 浩太郎（株式会社	 インシリコデータ）-JSAAE 
 
講演	 １．竹澤	 俊明（独立行政法人	 農業生物資源研究所） 
「動物実験代替法学会における取り組みの紹介」 
 

講演	 ２．湯田 浩太郎（株式会社	 インシリコデータ） 
	 	 「in silicoの予測系の概説と代替法への橋渡し」 
 
講演	 ３．櫻谷  祐企（独立行政法人	 製品評価技術基盤機構） 
	 	 「反復投与毒性評価支援システムＨＥＳＳの開発」 
 
講演	 ４．吉成	 浩一（東北大学） 
	 	 「インビボ毒性データベースとインビトロ試験を利用した肝毒性の機序解明と評価・

予測の試み」 
 
講演	 ５．石田	 誠一（国立医薬品食品衛生研究所） 
	 	 「まとめ：in vitro試験と代替法をつなぐ 計算毒性学の立ち上げ」 
※	 各講演のタイトルは仮題 


